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　On the study of irrigation system to mist culture, it has closed references between dia. and
length of pipes, dia. and interval of orifices,water pressures and discharges etc.
　We have got the references by experiments for practical use.
　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　ま●えがき
　根群調査の方法としてのウェント博士創案のミスト栽培は，門田の研究(９　によって実用化えの
歩みを進めることになった。凛耕は一時代を画するすぐれた栽培法であるが，明日のハウス園芸は
ミスト栽培に移行す可能性が予想される。
　本研究はミスト栽培の中，カンカイ系列に関するもので，パイプの適当な直径と延長，オリフィ
スの直径と間隔，適正なミストを形成するノズルの形状，ポンプ・モーターの合理的設計などにつ
いて追究する。
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Fig. 1. Arrangement of Apparatus on the Experiment.
　　ポンプ　1 100 mm, モーター　lKW.
　　パイプ　硬質ビニール管，内径1.3, 2.0, 3.0, 5.6 cm, 長さ25m
　　噴出孔　径２ｍｍの小孔（オリフィス）を，40 cm 間隔に配列し，門田式ジェット板を取りつ
　　　　　　けた。
　パイプの長さ25mは，ハウスの長さを50mと想定し，中央にポンプを設置するものとして，
片側の長さを取ったものである。
　実験は野外に一直線に杭を打ち，高さを地上50 cm とし，この上にパイプを水平に載せた。圧力
計は５ケ所に設置し，管内水圧を測定した。なお噴出孔総数は7z＝62である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅲ　理　　論　　式
ミストを噴射する多孔管の水理に関する理論式は次の通りである゛。
亀告=今川(白4(２∩(眉ご)≒七白……
こゝに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡
　7z　＝末端噴出I孔をNo. 1とし，上流に向っての番号
　召＝圧力水頭
　Ｃ＝流量係数
　φ　＝噴出孔直径
　£）＝パイプ直径
　几,＝末端噴出孔の流出量に対する7z番目の噴出孔流ｍの比
　臨＝パイプの摩擦抵抗係数
　Ｚ　＝隣接噴出孔間の距離　　　　　　　　　　　　　　）
本式は複雑な計算を必要とするし，実用的発展性に乏しいうらみがある。
…（1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅳ　実　験　結　果
　４種類の管径をもつ硬質ビニール竹について，全流量，水圧を３～４通り変えて，管の始端から
末端に至る間の噴出1量・水圧の低下の状態を測定した。第２図。
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Fig. 2. Reference of Pipe Dia －Water Pressure －Discharge.
第３図は実験値を無次元化し，第４図は，管の始点72＝1からの距離をパラメーターとし，拙軸に
才を取った．このように変形するとほゞ一点に会する直雄群を得る．式化すれば
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H1　　ぶ
ａ＝常数
＿0, 31 － log("-l)
‾　　　0.82
αは第５図より求めてもよい。
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Fig. 3. Non Dimensionized Reference of Ｈ-ｄ-£.
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Fig. 4. Reference of H-71-
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｍ　考　　　　　察
　第２図に見られるように，管径5. 6 cmの場合は水圧の低下も非常に少なく，始端から末端に至
るまで，すべて噴出孔からの噴出量も。飛距離もほとんど一定である。このことはミスト栽培のカ
ンカイ条件としてもっとも望ましい。管径3.0 cmでは水圧低下がやや目立つようになり，管径1.３
ｃｍでは，著しい低下を示して，ほとんどミスト・カンカイの用をなさない。
　次に，始端水圧が高い場合と低い場合を比較すると，始端低圧の方が水圧低下については有利な
ように考えられるけれども，第３図を見れば，むしろ高圧の時の方が下流側の減圧率は小さい。し
たがって圧力の効率的考慮からは，高圧使用が損になることはない。
　噴出量の減小については　q=CAVlgHであるから　ｑ・こ√百二馬ﾉ凪＝0.9として，水圧
が10％低下すると　9n/9l=0.95　で，噴出量の減小は５％である。
　実験の場合, d= 3 cm, Hi=7.68mでは，管末端においてＨｋｉ/Hi= 0.84　したがって，流
量比は　962/91 = 0.92　となる。この程度ならば，実用上の支障は少ないと思われる。飛距離等の
ミストの状態についてもほとんど変化が認められなかった。
　なお第３図については，圧力低下曲線を実験以下の長さに適用する場合，上流端から距離をとる
のではなくて，下流端を基準として必要長さを上流側に向って取り，所要の圧力を見なければなら
ない。
　第６図は管末端の水圧H62を１とした場合におけるＨ。/Ｈ．，のグラフであって，管長と圧力
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Fig. 6. Reference of Ｈ･～L in Water
　Pressure of Pipe End H62=l.
損失の割合はこの方が見やすい。
　なお，実験条件は噴出孔間隔Z＝0.4m，噴出
孔径φ= 2 mmでかって，実験結果から考察すれ
ば，Z＝0.8～1.0mに拡大し,一方φは技術的に
可能な限り小さい方がよい。水罷を大きく節約す
ること,ができ，それによってマサッその他の損失
を著しく減小し，管径の縮小または管長の大幅な
延長か可能となり，実用性の向上に役立つからで
ある。いま<r''―I mm,噴出量をざとすれば
　　　　φ’　1●　　　　　-一一φ　　2ノ
　ｑ’　Γφ’マ　　１　‥Ｔ＝（アトＴ
管の始端から末端まで，９がほとんど変らないと
すれば，竹内流速ｙはＱ/λで，これも14であ
る。一方マサッ損失はぴに比例するから，その
減少は1/IGに述する。
　次に，噴出孔間隔を２倍とすれば，必要全流量は凭となり，管内流速は柘，マサツ抵抗は％に低
下する。噴出孔径の縮小と合わせると，流量は柘，損失木頭は764に激減する。したがってｊ＝
３Ｃｍの場合でも管長25 cm の末端で，ほとんど水圧低下を生ずることなく, d= 2 cm.でも実用性
が考えられるようになる。もちろん多孔管の木理は複雑であるから，今少し厳密な考察と，一層の
実験を進める必要があるが，大勢として上記のような傾向を持つことは考えられる。
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